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	Vol.23：2026年　夏号
	■ 図書館運営委員会副委員長　鷹田佳典
	　いよいよ梅雨が始まりましたね。 　梅雨の雨はなんだか“じめじめ” “じとじと”してる印象ですし、外に出るのもおっくうになりますが、そんなときこそ図書館でゆっくり本を読んでみてはいかがでしょう。 　上田秋成の『雨月物語』のようにタイトルに「雨」が入った小説もあれば、村上春樹の『ノルウェイの森』のように、雨のシーンを効果的に使った小説もあります。もちろん、カラッとした小説を読むのもよいでしょう。 　図書館のテラスに面した席で、しっとり降る雨を眺めながら読む小説は一味違うと思いますよ。
	『雨月物語』は日本文学全集 11巻で読めます（918/I/11） 『ノルウェイの森』上・下は広尾館にあります（913.6/M/1・913.6/M/2）
	【広尾館の本はMy Libraryから取り寄せができます！】


	開館カレンダー
	長期貸出のおしらせ
	7/17（金）開始 10/1（木）返却期限
	・広尾館で本を借りても同様の期間です。 ・開始日以前に貸出された図書を延長 　した場合も、同じ返却期限になります。   （延長済・延滞・予約図書を除く） ・長期貸出中に貸出した本の延長はでき 　ませんのでご注意ください。 ・貸出冊数の変更はありません。

	TKG(図書館向上グループ)のオススメ本
	　夏になると、少し怖くてハラハラする物語を読みたくなる人も多いと思います。そんな人におすすめしたいのが、今村昌弘さんの『屍人荘の殺人』です。 　この物語は、大学のミステリー愛好会のメンバーたちが山奥のペンション「紫湛荘」を訪れるところから始まります。しかし、楽しいはずの合宿は予想外の出来事によって一変します。外部との連絡が絶たれ、逃げ場のない状況の中で連続殺人事件が発生するのです。主人公たちは恐怖に襲われながらも、事件の真相を解き明かそうと奮闘します。 　この本の魅力は、普通のミステリーにはない独特な設定と、次々に起こる予想外の展開です。読んでいると「次はどうなるのだろう」と気になり、ページをめくる手が止まりません！！また、巧妙に張られた伏線や本格的な推理も見どころで、真相が明らかになったときには大きな驚きを味わうことができます。 　夏の暑い日に読めば、背筋が少しひんやりするような感覚を味わえると思います。ミステリーが好きな人はもちろん、スリルのある物語を楽しみたい人にもぜひ読んでほしい一冊です。夏の読書にぴったりの作品だと思います。 ■ペンネーム：ニムとドット
	学生選書ツアー・Web選書開催報告
	　2026年５月28日に紀伊國屋書店さいたま新都心店にて今年度第1回目の学生選書ツアーを、５月29日～６月10日に学生Web選書を行い、53冊の本が選ばれました。 　学生選書ツアーは年２回開催しており、次回は10月中旬を予定しています。 　今回参加できなかった方も、次回はぜひ参加を検討してみてください♪
	学生選書ツアーとWeb選書は、「保護者会寄付金」を活用しています！



